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(訂正)「2019年５月期決算短信[日本基準](連結)」の一部訂正について 

 

 2019年７月９日に発表いたしました「2019年５月期決算短信[日本基準](連結)」の記載内容に

一部訂正すべき箇所がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 なお、数値データにつきましては、訂正ありません。 

 

記 

 

《訂正の理由》 

  「2019年５月期決算短信[日本基準](連結)」の公表後に連結財務諸表に関する注記事項に誤りが

あることが判明したため、訂正するものであります。なお、本件訂正による連結財政状態及び連結

経営成績への影響はございません。 

 

 

 《訂正箇所》 

  訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

 （添付資料 15ページ） 

  ３．連結財務諸表及び主な注記 

  （５）連結財務諸表に関する注記事項 

    （重要な後発事象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【訂正前】 

（役員退職慰労引当金制度の廃止及び譲渡制限付株式報酬制度の導入について） 

当社は、2019年７月９日開催の取締役会において、役員退職慰労引当金制度の廃止、及び取締役

（監査等委員である取締役を除く。）に対する新たなインセンティブ制度としての譲渡制限付株式

報酬制度の導入を決議し、役員退職慰労金制度の廃止に伴う退職慰労金の打ち切り支給及び本制度

導入に関する議案を2019年８月22日開催予定の第38期定時株主総会に付議することといたしまし

た。 

詳細につきましては、2019年７月９日開示の「役員退職慰労金制度の廃止及び譲渡制限付株式報

酬制度の導入に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

（取締役に対するストック・オプション報酬額及び内容の改定の件） 

当社は、2019年７月９日開催の取締役会において、当社取締役（監査等委員である取締役を除く。）

に対する報酬としてストック・オプション報酬額及び内容の改定に関する議案を2019年８月22日開

催予定の第38期定時株主総会に付議することといたしました。 

詳細につきましては、2019年７月９日開示の「取締役に対するストック・オプション報酬額及び

内容の改定に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

【訂正後】 

（役員退職慰労引当金制度の廃止及び譲渡制限付株式報酬制度の導入について） 

当社は、2019年７月９日開催の取締役会において、役員退職慰労引当金制度の廃止、及び取締役

（監査等委員である取締役を除く。）に対する新たなインセンティブ制度としての譲渡制限付株式

報酬制度の導入を決議し、役員退職慰労金制度の廃止に伴う退職慰労金の打ち切り支給及び本制度

導入に関する議案を2019年８月22日開催予定の第38期定時株主総会に付議することといたしまし

た。 

詳細につきましては、2019年７月９日開示の「役員退職慰労金制度の廃止及び譲渡制限付株式報

酬制度の導入に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

（取締役に対するストック・オプション報酬額及び内容の改定の件） 

当社は、2019年７月９日開催の取締役会において、当社取締役（監査等委員である取締役を除く。）

に対する報酬としてストック・オプション報酬額及び内容の改定に関する議案を2019年８月22日開

催予定の第38期定時株主総会に付議することといたしました。 

詳細につきましては、2019年７月９日開示の「取締役に対するストック・オプション報酬額及び

内容の改定に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

（ストック・オプション（新株予約権）の発行について） 

当社は、2019年７月９日開催の取締役会において、当社取締役（監査等委員である取締役を除く。）、

執行役員、従業員並びに当社子会社の取締役に対し、ストック・オプションとして発行する新株予

約権の募集事項の決定を取締役会に委任することについての議案を2019年８月22日開催予定の第

38期定時株主総会に付議することといたしました。 

詳細につきましては、2019年７月９日開示の「ストック・オプション（新株予約権）の発行に関

するお知らせ」をご参照ください。 

 

以 上 


